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１．標準化制度に着目
すべき理由

・民間の立場：なぜ標準化を活用すべきなのか？

・行政の立場：なぜ標準化を支援すべきなのか？

一般に標準化のメリットは、「製造コストのダウン」や「調達コスト
のダウン」や「市場拡大」とされる。しかし、このことだけであれば、
民間の努力で常に行われているし、行政が介入すべき問題ではない。
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系列取引から水平分業へ
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系列取引は、日本の企業間取引の特徴であることが指摘されていたが、
この取関係は徐々に崩壊し、水平分業（メッシュ化）へシフトしている

出典：中小企業白書 2007年版
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標準化は産業構造の問題
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納入先の指示に従えばＯＫの世界
系列外にも販売するにはルールに
従ったものづくりが必要

標準

標準

下請け型の企業が多い川崎市が取り組むべき問題
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２．標準化制度の基礎
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iDp
規格の種類
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種類 規定内容 効果

基本規格
（用語規格）

⚫ 用語・記号・単位などの統一 正確な購買情報の伝達など

製品規格
⚫ 技術・製品等の性能（性能の

特性値など）や性能に基づく
等級

不良品との差別化(JIS適合品)
低級品との差別化(JIS 1級品)

方法規格
（試験規格）

⚫ 技術・製品等の特性値を求め
る試験方法

⚫ 加工方法や製造方法

技術・製品等の性能を客観的
に示すことで、信頼性が向上

• BtoC：優位性を「わかりやすく」 ⇒ 製品規格
• BtoB：性能等を「特性値等で具体的に」 ⇒ 試験方法規格

出典：ＪＳＡ
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ＪＩＳ法改正
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第196回国会(今国会)に提出された「不正競争防止法等の一部を改正する法律
案」が成立・5月30日に公布されたことにより、ＪＩＳ制度が大きく変わります。

（施行日は公布日から起算して 1 年 6 月を超えない範囲内）

⚫名称の変更
• 「工業標準化法」⇒「産業標準化法」
• 「日本工業規格」⇒「日本産業規格」

※ＪＩＳの略称は変更しない（英語名も）

すでに、ＩＳＯなどの国際標準の対象範囲は、鉱工業分野からマネジ
メント分野やサービス分野へと拡大されていました。

⚫ 対象の拡大
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オープンクローズ戦略の類型
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類型 特徴 特許との組み合わせ 具体例

(A)
製品仕様
の標準化

• 製品の仕様を標準化
• 市場拡大を実現しつつ、

標準必須特許によるラ
イセンス収入増

特許を含めて標準化(FRAND)

Blu-ray

(B)
インタフェイス
などの標準化

• 製品間のインタフェイ
スの仕様を標準化

• 市場拡大を実現しつつ、
クローズ化技術で価格
低下抑制

特許等の周辺を標準化

QRコード

(C)
性能評価基準
の標準化

• 自社技術等の性能評価
方法を標準化

• 自社製品の差別化によ
る市場創出・獲得を実
現

特許技術などの評価方法を標
準化

人工水晶

標準

特許

標準

特許
評価

標準

特許

出典 :日本工業標準調査会第 24 回総会（2013 年 2 月 26 日）
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Blu-ray（類型Ａ）
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• 光ディスクとして最低限の仕様をISO化。
• 規格ロゴの商標権を取得し、模倣品を排除。

標準（フォーラム標準）

特許

標準（ISO/IEC）

商標（規格ロゴ）

標準

出典：NEDOプロジェクト実用化ドキュメント
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QRコード（類型Ｂ）
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⚫コードの基本仕様を標準化
⚫必須特許は無償提供
⚫特許維持は模倣品排除のため

弊所のウェブサイトのＱＲコード

一方、読み取り機の販売で収益を確保

標準
(ISO)

特許等

無償
特許

コードの基本仕様

デコード技術
（読み取り機）

出典：ＱＲコードドットコム http://www.qrcode.com/
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人工水晶（類型Ｃ）
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等級
各等級のα値の最大値 以前のQ値

(単位:106)α3500 α3585 α3410

Aa 0.026 0.015 0.075 3.8

A 0.033 0.024 0.082 3.0

B 0.045 0.050 0.100 2.4

C 0.060 0.069 0.114 1.8

D 0.080 0.100 0.145 1.4

E 0.120 0.160 0.190 1.0

出典：日本水晶デバイス工業会ウェブサイト

(JIS規格:JIS C 6704、IEC規格:IEC60758 Ed.4)

日本企業だけが製造可能な品質の等級

製造ノウ
ハウ等

標準
（品質評価）

赤外光吸収波形

・水晶振動子は設定周波数で
鋭く発振するものが高品質

Ｑ値の概念

変更

完成品評価から
素材評価へ

ＯＨ基の
除去
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ＱＲコードと系列取引
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ＱＲコードは、かんばん方式に用いられることを目的として開発された。

• ＱＲコードが系列取引の最適化を目的とするならば、
標準化とは対極的な方向性を持っていたはず・・・

• ＱＲコードが系列取引の究極形から生まれた意味は？

かんばん方式は、前工程と後工程の間だけでなく、系列企業間でも採用されている。

出典：トヨタ自動車ＨＰ

eかんばん
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３．新市場創造型標準
化制度
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トップスタンダード制度（前身）
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• 従来の国内審議団体からの提案では、業界コンセンサスを得るために２～３
年必要な場合も。

• 業界コンセンサスを求めないトップスタンダード制度により、個社やグルー
プからの優れた国際標準提案を、日本工業標準調査会が迅速に審査し、国際
標準化機関に提案する道を拓いた。
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出典：経済産業省「技術標準をビジネスツールに」

トップスタンダード成功事例

• 大成プラス株式会社（従業員数４３人）の事例

✓ 10年ほど前に、金属と熱可塑性樹脂を射出成型で
分子サイズの物理的接合を具現化させ、接合した
プラスチックをハンマーでたたくと金属が曲がる
と言う奇跡のような技術を開発した。

✓ これを持ってヨーロッパの主だった自動車メー
カーを軒並み訪問したが、驚きと関心を持って話
は聞くのだが次に出てくるのは、どのようにして
品質保証が出来るのか？「評価方法もない技術で
の品質保証」大きな壁に当たった瞬間である。

✓ 昨年後半より金属と樹脂の接合強度の評価方法が
ISO規格として進行中との情報がネットで流れた事
で、今まで会うことすら出来なかった会社が来社
するようになった。

成富会長からのメッセージ
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新市場創造型標準化制度
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○平成２６年７月、「新市場創造型標準化制度」を創設

基本的には、トップスタンダード制度を国内標準へ拡充する制度

企業固有のとがった（優れた）技術であり新市場の創造⼜は拡大が⾒込まれるものの、既存の規格ではそ
の適切な評価が難しく普及が進まない技術・製品について、新たに国際標準（ISO/IEC）⼜はJISを制定しよ
うとする際、
①制定しようとする規格の内容を扱う業界団体が存在しない場合
②制定しようとする規格の内容を扱う業界団体が存在するものの、その規格作成の検討が行われていない、
あるいはその規格作成の検討が行われる予定がない場合
③制定しようとする規格の内容が複数の業界団体にまたがるため調整が困難な場合
のいずれかに該当するものを対象として、従来の業界団体による原案作成を経ずに、迅速な規格原案の作
成等を可能とする制度です。本制度に採択された案件は、経済産業省の委託事業として規格原案の作成支
援と国際標準提案の場合は旅費支援等を受けることができます。 出典：ＪＳＡ「新市場創造型標準化制度概要」

日本規格協会
（ＪＳＡ）
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支援フロー
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ステップ 所要期間 予算措置

１ 標準化アドバイザーとの個別相談
約１～２ヶ月
（面談２～３回＋メール）

－
（相談は無料）

２
JSA支援による標準作成の申請
日本工業標準調査会における審議・承認

約２～３ヶ月
－

（申請は無料）

３ 標準原案の作成 約１年 〇

４
標準原案の提出（標準化提案）
標準化機関における標準原案の審議

約０.５～１年（ＪＩＳ） 〇

• 標準作成を希望する企業は、JSAの支援を受けつつ、主体的に標準を作成（技術
者１名を原案作成委員会に派遣等）。原案作成の業務量は、年間業務量の２～３
割程度。

• 標準作成に係る主な経費（委員会開催費、技術調査費、試験費、国際規格等の翻
訳費、通訳費等）は国の予算で手当て（企業の実質負担は、標準作成に参画する
自社社員の人件費等）。 出典：ＪＳＡ「JSA支援による標準作成」
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川崎市関連企業の活用事例
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川崎市
環境局

環境総合研究所

平成29年度
環境技術

産学公民連携
公募型共同研究事業

連続粉塵
モニター

の実用化研究

株式会社
田中電気研究所

従業員36人
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日本は環境先進国なのか？
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輸出

出典：川崎市環境技術情報

粉塵モニター

環境先進国の日本製なら信頼できるね！

実際は、そうはなら
ない・・・
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日本の大気汚染防止法は遅れている
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基本は、定期的な測定を義務化

今や世界の主流は連続モニタリング
日本の法令に準拠した粉塵モニターでは、世界に通用しないよ

日本の法制度が外国から遅れてしまったことが、
日本企業の海外進出の足枷になってしまっている

1. 大気汚染防止法
（ばい煙量等の測定）
第十六条ばい煙排出者は、環境省令で定めるところにより、当該ばい煙発生施設に係るばい煙量⼜はばい煙濃度を測定し、
その結果を記録しておかなければならない。
2. 大気汚染防止法施行規則
（ばい煙量等の測定）
第十五条法第十六条の規定によるばい煙量⼜はばい煙濃度の測定及びその結果の記録は、次の各号に定めるところによる。
三ばいじんに係るばい煙濃度の測定は、別表第二の備考に掲げる測定法により、イからハまでに掲げるばい煙発生施設ご
とにそれぞれイからハまでに掲げる頻度で行うこと。

・大気環境の常時監視
川崎市では、大気環境中の汚染状況を市内18測定局で常時監視しています。また、大手工場
を対象に、発生源大気自動監視システムによる大気汚染物質排出量の監視を実施しています。

• このことは、ＷＴＯ／ＴＢＴ協定の観点からも大きな問題
２．４条 加盟国は、強制規格を必要とする場合において、関連する国際規格が存在するとき⼜はその仕
上がりが目前であるときは、当該国際規格⼜はその関連部分を強制規格の基礎として用いる。・・・
附属書三Ｆ 標準化機関は、国際規格が存在するとき⼜はその仕上がりが目前であるときは、当該国際規
格⼜はその関連部分を任意規格の基礎として用いる。・・・

出典：川崎市環境技術情報



iDp
新市場創造型標準化制度を活用しＪＩＳ化
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・排ガス中のダスト濃度自動計測器に関するJIS制定

大気環境保全対策及び監視等を目的として、自動計
測による連続モニタリングで幅広く使用されている
ダスト濃度自動計測器について、「新市場創造型標
準化制度」を活用して、JISB7996（排ガス中のダスト
濃度自動計測器の性能評価方法）を制定しました。
これにより、光散乱方式、光透過方式及び摩擦静電
気検出方式の3方式の自動計測器について、性能評価
方法の規格を制定することによって、環境の維持・
改善に対して有効な活用が期待されます。

出典：経済産業省ニュースリリース 平成30年1月22日(月)



iDp
クローズ戦略の紹介
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外気温度が低くなると、排ガスが冷やされ煙
のように⾒えます。これは排ガス中の水分で、
写真のように煙突の出口から少し離れてから
発生しています。
寒い日に車のエンジンを掛けるとマフラーか
ら蒸気が出るのと同じです。

・堤根ごみ焼却処分場の煙突

出典：川崎市堤根処理センター施設案内

でも、排ガス中の水分が白く見えるのは、塵がある証拠でもある
60年代であれば放任せざるを得ない塵であったが、現在は測定可能になっている

㈱田中電気研究所では、白濁排ガス中の
ダスト濃度を測定する装置に関する技術
は、特許を取得している（ノンサンプリ
ング式測定装置）。
• 特許5453607号
• 特許5976885号
• 特許6204941号
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４．仮想事例を用いた
演習

標準化すべき技術と特許化すべき技術の切り分けを、簡
単な事例を用いて考えてみたいと思います。

ゲルインキボールペンメーカー（Ａ社）の経営者になっ
たつもりで、標準化戦略について考えてみましょう。

出典：日本弁理士会技術標準委員会(一部改変)
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ゲルインキボールペンの構造
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筆記前

ボール

ゲル状の
インキ

外周カバー

ボールの回転圧力
により液状化

筆記中

ペンチップ
（カシメ部により
ボールを抱持）
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改良点１
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従来のインキは粘性指数0.３～0.７
→かすれ、液だれ

粘性指数0.４～0.6に収める製法を開発

0 1

カスレやすい 良好 液垂れ
しやすい

0.４ 0.6

• インクを改良
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粘性0.4～0.6の効果
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液垂れ

筆記指数＝
筆記試験距離

良好な筆記距離

良好

カスレ

ランク A B C

粘性指数 0.49以上～0.51未満
0.45～0.49未満

OR
0.51〜0.55未満

0.40～0.45未満
OR

0.55～0.60未満

筆記指数 0.995以上
0.90以上

0.995未満
0.85以上

0.90未満
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改良点２
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ボールの露出量

粘性指数0.4～0.6のインクについ
て、ペンを立てても、横にしても
液垂れ・カスレが生じることなく、
良好に筆記できる
（0.15L～0.25L）

• ペン先の構造を改良
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問題
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あなたなら、どの技術を標準化し、
どの技術を特許化しますか？
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ゴルフの比喩で考える
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300

250

飛距離があるが、
曲がりやすい

飛距離がないが、
曲がらない

300

250

Ａ Ｂ

重要なのは、自分がどのようなプレーヤーであるか
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５．オープン・クロー
ズ戦略と金儲け

「これからの知財戦略では、オープン・クローズ戦略が
不可欠」という論調が多いが、強制法規があるわけでは
ないのだから、採用しないのも自由。

むしろ、金儲けにならないならやりたくないのが本音では・・・

31
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良く知られた基本フレーム
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2013年版ものづくり白書
（経済産業省）にも
同様の記載がある

出典：ＪＳＡ
知的財産と標準化による

ビジネス戦略

このフレームは、実行不可能な選択を強いるものだろう
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二面市場戦略との関係
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Ｏ＆Ｃ戦略は、経済学でいう「二面市場戦略」に対応
市場の二面性や三者間取引とも

オープン領域クローズ領域

この関係は金銭授受であることも、
外部効果であることもある。

重要なのは、オープン領域が拡大すると、クローズ領域か
らの利益が増大する関係を構築すること

事例：
• ＱＲコード
• ＰＤＦ（アドビ）
• グーグル

Ａ

ＢＣ
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もっとも重要なこと
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川崎市産業振興財団は、
標準化活用支援パートナー機関です！

後援のきらぼし銀行も



iDp

Copyright © 2018 Akio Noguchi All Rights Reserved.

このスライドは、
2018年7月26日に開催された

「平成30年度かわさき知的財産スクール」
にて用いられたものです。

https://www.kawasaki-net.ne.jp/seminar/event/30-06/30ipschool.html

このスライドの内容については、
デライブ知的財産事務所の
弁理士：野口明生まで
お問い合わせください。

https://www.derive-ip.com


